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審査結果の要旨 
本研究は，2007年より先進諸国を中心に開発が開始され，2015年には国内で世界に先
































第 5章では”Fog computing”におけるWAVE の位置付けと果たす役割を検証している．
WAVE 技術の応用拡大として国内地方都市の公共交通を例にとり，バス停への導入を考
えるとともに防災システムへの環境モニタ応用としての実用性を考察した．この中では，
近い将来発生する可能性の高い地震（南海トラフ地震）による津波対策として，人間の
生活を守り質を高める（QoL）WAVE応用を検討した．ここではWAVEシステム同士の
無線通信到達距離内にあるシステム数を考慮する空間カバー率の導入により地域環境モ
ニタ範囲の程度を定量解析し，どこまでの範囲の通信によるモニタが可能かについて検
証した．一方，バス停の位置などは地域性に左右されるため，場所によっては通信範囲
のカバーができない場合が想定される．このため，具体的地方都市の例をもとに解析す
るとともに，カバー率が不十分な場合の対応方法を示した．対策としては新たな施設に
WAVE 基地局の設置による通信基地局の増設になるが，やみくもな増設ではコストがか
かり効果的ではないため，GIS ツールを活用することでビジュアル化による最適増設候
補の選定と空間カバー率による定量評価を組み合わせた手法を確立した． 
  
第 6章では，WAVE技術の優位性を総括している． 
 
これらの結果は次世代車載無線技術(WAVE)の向上に貢献するものであり，世界規模の
課題である交通渋滞や交通に関する社会的問題の軽減にもつながる成果であることか
ら，本論文が当該分野に与える影響は大きいと考えられる．以上より，本研究には次世
代車載無線技術(WAVE)に関する学術ならびに技術の発展に多大の貢献が認められ，今後
スマートなモビリティ社会を構築する技術開発に応用していく足掛かりになると考えら
れる．これらの点から，本論文は学位を授与するに十分な内容を持つものであると判断
される． 
 
 
